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を
事
業
の
3
本
柱
と
す
る
テ
ラ
ノ
精

工
は
受
注
生
産
に
、
二
十
数
年
前
に
導

入
し
た
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
先
の
生
産
工
程
管
理
は
ア

ナ
ロ
グ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

同
社
の
部
品
製
造
工
程
は
、
材
料

入
荷
→
機
械
加
工
→
検
査
→
出
荷
だ
。

機
械
加
工
後
に
メ
ッ
キ
処
理
が
必
要
な

ら
協
力
工
場
へ
出
し
た
後
に
検
査
に
回

す
。
社
長
の
渡
辺
豊
さ
ん
は
、
以
前
の

受
注
生
産
の
状
況
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
当
社
は
多
品
種
少
量
品
の
注
文
が
多

く
、
そ
の
都
度
新
し
い
部
品
を
つ
く
る

受
注
部
品
の
所
在
と 

製
造
状
況
を
見
え
る
化

自
動
機
器
・
産
業
機
械
の
「
設
計

サ
ポ
ー
ト
」「
切
削
加
工
」「
装
置
組
立
」

た
め
、
工
程
も
毎
回
違
い
ま
す
。
担
当

者
が
毎
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
生
産
管
理

ソ
フ
ト
か
ら
出
力
し
た
紙
の
リ
ス
ト
を

見
て
、
納
期
ま
で
２
週
間
以
内
の
受
注

品
約
３
０
０
点
の
所
在
を
明
確
に
す
る

た
め
、
現
場
に
出
向
い
て
１
点
ず
つ
確

認
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
」こ

の
ま
ま
で
は
受
注
量
の
増
加
に
対

応
で
き
な
い
し
、
社
員
の
負
担
は
増
え

る
ば
か
り
で
、
働
き
方
改
革
を
進
め

る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
こ
で
渡
辺
さ
ん

は
、
受
注
品
の
所
在
を
探
す
と
い
う
無

駄
な
時
間
を
な
く
し
、
所
在
と
工
程

ご
と
の
進
捗
を
見
え
る
化
す
る
生
産
工

程
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
決
断
し
た
。

こ
の
と
き
、
選
択
肢
は
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
生
産
管
理
ソ
フ
ト
も
含
め
て

新
規
開
発
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

長
岡
市
の
テ
ラ
ノ
精
工
は
、
材
料
や
部
品
、
生
産
工
程
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

を
ア
ナ
ロ
グ
な
方

法
で
管
理
し
て
い
た
た
め
、
業
務
に
無
駄
な
時
間
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
を
効
率
化

す
る
た
め
、
社
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
へ
導
き
「
Ｄ
Ｘ
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
２
０
２
３
」
優
良
事
例
に
選
定
さ
れ
た
。
同
社
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
は
、

多
く
の
中
堅
・
中
小
企
業
の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

時
点
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
方
が
時
間

も
費
用
も
削
減
で
き
ま
す
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
話
し
合
い

で
決
ま
っ
た
仕
様
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
を

機
械
や
各
工
程
棚
、
関
連
書
類
に
割

り
当
て
、
そ
れ
を
読
み
込
む
こ
と
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
内
の
シ
ス
テ
ム
で
工
程
進
捗
、

部
品
の
場
所
を
確
認
す
る
と
い
う
誰

で
も
す
ぐ
に
使
え
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
。

チ
ー
ム
は
、
実
現
し
た
い
仕
様
や
要
件

を
明
確
に
、
地
元
新
潟
の
ベ
ン
ダ
ー
と

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
認
識
を
一
致

さ
せ
た
上
で
シ
ス
テ
ム
開
発
を
依
頼
し

た
。し

か
し
、
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
。
加

工
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
生
産
管
理
部
で
は

な
く
、
現
場
の
加
工
担
当
者
が
立
て
て

い
た
た
め
部
署
間
で
齟そ

齬ご

が
生
じ
て
い

た
。
そ
こ
で
納
期
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
」
を
開
発
し
、
各
機

械
の
稼
働
予
定
や
現
状
を
共
有
さ
せ

て
齟
齬
の
解
消
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、

機
械
の
稼
働
率
が
向
上
し
、
同
社
が

目
指
す
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
大

き
く
近
づ
い
た
。

ア
ナ
ロ
グ
の
現
場
を
一
気
に
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
渡
辺
さ
ん

は
、
①
現
状
で
何
が
無
駄
な
作
業
な

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
組
織
内
で
共
有

す
る 

②
無
駄
を
省
き
効
率
化
を
意
識

さ
せ
る
た
め
、「
整
理
」「
整
頓
」「
清
掃
」

「
清
潔
」「
し
つ
け
」
の
５
Ｓ
を
徹
底
し

て
改
善
活
動
を
行
い
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

下
地
を
つ
く
る 

③
シ
ス
テ
ム
導
入
に

向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
選
抜

し
、
仕
様
は
各
部
署
の
担
当
者
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
決

め
る

―
と
い
う
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

経
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
た
Ｄ
Ｘ
推
進

は
生
産
性
向
上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

会
社
の
成
長
の
た
め
の
基
礎
体
力
を
も

向
上
さ
せ
た
。

既
存
の
生
産
管
理
ソ
フ
ト
と
新
シ
ス
テ

ム
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
後
者
を
選
ん
だ
。
理

由
は
、
時
間
を
か
け
て
自
社
の
業
務
に

合
う
よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
生
産

管
理
ソ
フ
ト
は
使
い
勝
手
が
と
て
も
良

く
、
こ
の
ソ
フ
ト
を
捨
て
て
新
規
開
発

す
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
費
用
も
か

か
る
と
判
断
し
た
た
め
だ
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
社
長
が
開

発
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
っ
て
シ
ス

テ
ム
の
目
的
と
方
向
性
を
明
確
に
打
ち

出
し
た
こ
と
だ
。
具
体
的
な
要
件
定

義
（
必
要
な
機
能
や
要
求
を
ま
と
め

る
作
業
）
は
、
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
各

部
署
の
担
当
者
を
選
抜
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
意
見
を
出
し

合
っ
た
。
そ
の
際
、
渡
辺
さ
ん
が
留
意

し
た
こ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
を
使
う
現
場

性
を
考
慮
し
て
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
盛

り
込
み
た
く
な
る
も
の
だ
。
だ
が
、
初

期
段
階
で
は
必
要
最
小
限
に
絞
り
込

ん
だ
方
が
い
い
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

「
仮
運
用
が
始
ま
る
と
、『
こ
の
機
能
は

使
わ
な
い
』
と
分
か
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
必
要
に
な
っ
た

社
員
の
意
見
や
困
り
事
を
す
く
い
上

げ
る
こ
と
だ
っ
た
。

Ｄ
Ｘ
推
進
を
成
功
さ
せ
た 

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
開
発
時
は
、
将
来
の
発
展
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三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
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を
つ
く
り
効
率
化
に
成
功

課題
・	生産管理ソフトから出力した膨大な数の受
注部品の所在と加工状況を確認する際、現
場に出向いて探す無駄が生じていた

DX推進のための工夫
・	生産管理ソフトに生産工程管理システムを
連携させるものを新規開発すると決断
・	社員のデジタル化への意識を高めるため
5Sを徹底。無駄を省く意識を根付かせた
・	各部署から担当者を集めてプロジェクト
チームを結成し、必要な工程をまとめた
・	部署間で納期や機械の稼働予定などの情
報を共有できるスケジューラーを開発

成果
・	材料、購入品受け入れ業務の簡略化
・	現場に出向いて材料や部品を探す時間を削
減でき受注量の増加に対応可能となった
・	各部署間で生じていた齟齬を解消すること
ができ、機械の稼働率が上がった

材料はバーコード
が付与された棚で
管理。現場から出
荷要請があると無
人搬送台車で指定
の場所へ運ぶ

加工機械の稼働情報をMTConnect（工作機械向けの通信プロト
コル）とエッジコンピューター（端末の近くに配置したコンピュー
ター）により見える化。さらに使いやすくする試みが続いている

受注部品がどの工程にあるのかはタブレットで確認できる。完了
した工程、現在の工程など色分けされていて識別できる

渡辺社長はデジタル人材育成にも取
り組み、外部に頼らずにDXを推進
する専門部署を強化する方針だ


